
釈迦堂遺跡博物館だより
　
収
蔵
庫
の
特
別
公
開
お
よ
び
薄
茶

席
の
ふ
る
ま
い
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
3
日（
木
・
祝
）

○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い

　
午
前
10
時
か
ら

　（
先
着
１
０
０
人
）

○
収
蔵
庫
特
別
公
開
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
入
場
料

　無
料

　
縄
文
ス
ー
プ
の
無
料
配
布
、
火
お

こ
し
・
狩
猟
体
験
・
石
器
体
験
ほ
か
、

土
器
や
土
偶
の
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
19
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
今
回
は
塩
ノ
山
、
向
嶽
寺
、
恵

林
寺
、
放
光
寺
な
ど
を
歩
き
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
ご
ろ

　（
雨
天
中
止
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円

　（
保
険
料
＋
資
料
代
＋
拝
観
料
）

▼
定
員

　20
人

▼
持
ち
物

　昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、

シ
ー
ト

▼
申
し
込
み

　必
要

▼
共
催

　甲
州
市
教
育
委
員
会

※
集
合
場
所
な
ど
の
詳
細
は
申
込
時

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
11
月
20
日（
日
）は
、
山
梨
県
民
の

日
の
た
め
入
館
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま

た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と

同
伴
の
家
族
が
1
人
入
館
無
料
に
な

り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ

会
員
（
年
会
費
1
0
0
0
円
、
パ
ス
ポ

ー
ト
を
発
行
）
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。▼

開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

開
館
記
念
日
イ
ベ
ン
ト

し
ゃ
か
ど
う
縄
文
ま
つ
り

2
0
1
6

て
く
て
く
歩
こ
う

甲
州
市

県
民
の
日
無
料
開
放

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

▼
講
師

　柳
田
藤
寿
氏
（
山
梨
大
学
ワ
イ

ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

▼
日
時
　
11
月
6
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費

　無
料
　
▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　
11
月
12
日（
土
）

①
午
前
10
時
　
②
午
前
11
時
　
③
午
後

1
時
　
④
午
後
2
時
（
所
要
時
間
約
50

分
・
各
回
と
も
先
着
20
人
）

▼
場
所

　体
験
学
習
室

▼
参
加
費

　無
料
　
▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　
11
月
20
日（
日
・
県
民
の
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　館
内
各
所

▼
内
容

　落
葉
で
絵
は
が
き
作
り
・
芋
煮
・

収
穫
祭
な
ど

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み
　
不
要
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

当
日
受
付
（
先
着
順
、
定
員
あ
り
）

※
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
講
師

　出
月
洋
文
氏
（
前
山
梨
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
日
時
　
11
月
27
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費

　無
料
　
▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
に
ち

○
11
月
6
日
　「
ワ
イ
ン
コ
ル
ク
で
グ
ラ

ス
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
」

○
11
月
13
日
　「
甲
斐
名
所
双
六
〜
山
梨

の
名
所
・
名
産
め
ぐ
り
〜
」

○
11
月
20
日
　「
武
田
信
玄
紙
芝
居
〜
風

の
ご
と
く
、
火
の
ご
と
く
〜
」

○
11
月
27
日
　「
浮
世
絵
の
ぬ
り
え
を
し

よ
う
」　（
各
日
曜
日
）

▼
時
間

　午
前
11
時
か
ら
（
30
分
程
度
）

▼
場
所

　か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費

　無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

http://www.m
useum

.pref.yam
anashi.jp/

講
演
会
「
醸
造
学
か
ら
み
た

山
梨
の
ワ
イ
ン
」

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
こ
ろ
柿
を
作
ろ
う
」

か
い
じ
あ
む
の
秋
ま
つ
り

縄
文
王
国
山
梨

　巡
回
ゼ
ミ

「
黒
駒
地
域
に
花
ひ
ら
い
た
縄

文
パ
ワ
ー
に
迫
る
」

あ
そ
ぼ
う
!
ま
な
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

 
　
今
年
度
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

台
帳
へ
登
録
し
て
い
る
方
の
中
か

ら
、
石
和
町
八
田
地
区
と
春
日
居
町

小
松
地
区
の
身
体
障
が
い
の
あ
る
方

に
、
地
元
の
防
災
訓
練
に
初
め
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
登
録
名
簿
を
基
に
し

た
本
人
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
事
者
の
方
は
地

域
の
方
の
こ
と
、
地
域
の
方
は
当
事

者
の
障
が
い
の
こ
と
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
知
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
災
害

が
起
こ
っ
た
と
き
は
ど
う
対
応
す
れ

ば
い
い
か
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
の
登
録
や

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
活
用
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳

　
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
、
地
域

で
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方
の
登
録

情
報
を
基
に
安
否
確
認
や
避
難
誘
導

を
行
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
か
か
り
つ
け
医
や
処
方
薬
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
が
記
載
で
き
る
救
急
医
療
情

報
シ
ー
ト
を
保
管
す
る
筒
状
の
容
器
の

こ
と
で
、
普
段
は
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て

お
き
ま
す
。
情
報
シ
ー
ト
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
救
急
時
だ
け
で
な
く
災
害
時
に

も
自
分
の
こ
と
を
伝
え
る
際
に
有
効
活

用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
障
が
い
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

障がい者基幹相談支援センターだより No.12

〜
防
災
へ
の

　取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

小松地区、訓練避難の様子 救急医療情報キット

青少年育成コーディネーター通信

n
o
.1
0
6

■問合せ先　生涯学習課　☎ 055（261）3339　（執筆　境川地区担当　村田）

　生涯学習課青少年育成担当では、夏休みに高校生によるボランティア活
動事業を行っています。今年度も市内の各図書館、保育所、児童センター、
福祉施設、夏祭りのお手伝いなどたくさんの施設で、快く受け入れていた
だき実施することができています。市で募集要項を作成し、市内の笛吹高
校をはじめ、日川高校、山梨高校、塩山高校、甲府東高校、山梨英和高校、
韮崎高校に配布し募集を行い、この夏休み期間中、約200人の参加があり
ました。
　境川地区では、保育所と福祉施設、坊ヶ峯ふるさとまつりで活動しても
らいました。保育所や福祉施設は将来の希望職種候補であったり、ボラン
ティアの経験をしてみたかったりなど、参加理由はさまざまでしたが、意
欲を持って明るく元気に取り組んでいる姿を目にしました。坊ヶ峯ふるさ
とまつりの各出店ブースでは、かき氷やポップコーン作りのお手伝い、射
的コーナー、くじ引きコーナー、ギネスに挑戦コーナーでは来てくれた子
どもたちへの対応、そして “懐かしの遊びコーナー” においては、子ども
たちを竹馬に乗せてあげたり、けん玉や輪投げで一緒に遊んだりと、とて
もアクティブに動いてくれました。
　引き続き青少年育成担当では、長期休暇の中で高校生ボランティアを募
集し、職業体験、社会貢献、将来の夢へのきっかけ作りなどといったこと
から、活動ができたらいいなと思っています。

高校生ボランティアが活躍しています
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